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【はじめに】PM2.5の環境基準は都市部や西日本を中心に多くの測定局で未達成の状況にある。PM2.5の環境

基準達成に向けた対策を検討する上で，高精度な大気質モデルは有用なツールである。しかし現在の大気質

モデルは，PM2.5質量濃度の通年変動を概ね再現するものの
1）
，PM2.5濃度低減対策の検討に用いるには予測

誤差が大きく，その原因解明が求められる。本研究では，日本国内の排出由来の大気汚染（地域汚染: LP）と

国外からの長距離輸送による大気汚染（越境汚染: LRT）に着目し，それぞれが支配的な場合について大気質

モデルによる PM2.5再現性の評価を行った。 

 
【方法】大気質モデルには CMAQ v5.0.1を用い，対象期間は 2010年 4月から 2011年 3月の 1年間，対象領

域は水平格子解像度 64kmの東アジア領域，16kmの日本領域の 2領域で計算を行った。気象場には気象モデ

ル WRF v3.5.1，東アジア領域の境界濃度には全球化学輸送モデル MOZART-4，排出量には INTEX-B，

EAGrid2010-JAPAN，JATOP自動車排出インベントリ，OPRF船舶排出インベントリ，MEGAN v2.04等を組

み合わせて用いた。また，気相反応過程には SAPRC99，エアロゾル過程には AERO5を用いた。CMAQによ

る計算は，上述の排出量データを全て考慮した標準条件（Ebase）と人為起源については日本国内の排出量デ

ータのみを考慮した条件（Ejapan）について行った。 

 

【結果】PM2.5主要成分の中でもモデルに

よる再現性が良好であり比較的大気中寿

命が長い硫酸塩の濃度計算結果につい

て，Ejapan/Ebase比が上位 10日間を地域

汚染日，下位 10日間を越境汚染日と判定

した。図 1 に，例として国設大阪測定局

における判定結果を示す。PM2.5質量の時

間変動は CMAQで概ね再現された。ただ

し，有機成分は過小評価，ダスト成分は過

大評価されていた。Ejapan/Ebase比は夏季

に大きく，春季・冬季に小さい傾向を示

し，それぞれ地域汚染日，越境汚染日の判定が集中し

ている。同様に全国の PM2.5測定局それぞれにおいて

地域汚染日・越境汚染日の判定を行い，Ebaseにおけ

る PM2.5濃度再現性を評価した。図 2 に，地域汚染

日，越境汚染日それぞれにおける計算値と観測値の

平均 PM2.5濃度の比較を示す。越境汚染日は，地域汚

染日よりもはるかに濃度が高く，その傾向は大陸に

近い西側でより顕著となった。一方，PM2.5濃度の平

均誤差は，地域汚染日で-5.0 ± 4.5 µg m-3
，越境汚染日

で 2.7 ± 8.0 µg m-3
であり，地域汚染時に PM2.5濃度の

過小評価が著しくなることが明らかとなった。した

がって，日本国内における一次排出・二次生成過程の

解明について引き続き取組みが必要である。 
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図 1  国設大阪測定局における日平均の PM2.5濃度，硫酸塩濃度の

Ejapan/Ebase比および地域汚染・越境汚染判定日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  地域汚染日(a)と越境汚染日(b)の平均 PM2.5濃度 
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